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昭和三十五年の東京湾航空写真。湾内に無数に並ぶ黒い長方形のものは全て

海苔の養殖場です。『東京都内湾漁業興亡史』より

東京教区の名品・特産品;～南組大森の海苔~l
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[ 2 0 2 4 ( 令 和 6 ) 年 工 工 月 号 通 刊 6 0 0 号 ]

去
る
十
月
一
十
一
一
口
(
火
)
、
善
巧
寺
第

二
代
坊
守
善
称
院
株
紀
乗
俗
名
榎
本
紀

子

が

齢

八

十

四

に

て

逝

去

い

た

し

ま

し

た

。

皆
様
か
ら
の
生
前
の
ご
厚
情
に
対
し
、
坊
守

に

成

り

代

わ

り

ま

し

て

深

謝

申

し

上

げ

ま

す
。
ま
た
雨
模
様
と
な
っ
た
通
夜
、
秋
晴
れ

と
な
り
ま
し
た
葬
儀
に
際
し
ま
し
て
は
、
遠

近
よ
り
多
数
の
ご
弔
問
を
頂
き
、
ま
た
過
分

報

な
る
御
香
典
・
供
華
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
厚

寺

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
十
一
月
十
一
日
は

ち
ょ
う
ど
三
七
日
(
み
な
の
か
)
に
当
た
り

ま
す
の
で
、
本
堂
に
て
お
参
り
を
さ
せ
て
頂

番

き
ま
す
。
イ
ン
ド
の
輪
廻
転
生
観
で
は
、
こ

の
世
の
肉
体
の
死
「
死
有
」
は
、
次
の
世
で

の
生
の
始
ま
り
「
生
有
」
と
し
、
次
に
生
ま

刊

れ
る
ま
で
の
移
行
期
間
を
「
中
有
」
と
呼
び

月

ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
て
七
日
後
に
、
ま
た

別
の
世
界
で
お
ぎ
ゃ
I
と
生
ま
れ
る
と
言

う
の
で
す
(
鳥
だ
っ
た
ら
ピ
ー
、
虫
だ
っ
た

ら
鳴
か
な
い
で
す
が
)
。
そ
れ
を
七
回
繰
り

返
し
て
最
終
的
に
転
生
が
決
定
す
る
の
で
、

七
x
七
日
四
十
九
、
四
十
九
日
と
い
う
考
え

に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。
日
本
で
は
、

こ
の
期
間
を
中
陰
と
言
い
、
そ
れ
が
満
了
す

る
四
十
九
日
目
を
満
中
陰
と
言
い
ま
す
。

さ
て
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
は
こ
の
世
で

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
い
わ
れ
、
即
ち
、
私

を
輪
廻
の
束
縛
か
ら
必
ず
抜
け
出
さ
せ
る
、

と
誓
い
「
阿
弥
陀
日
決
し
て
捨
て
ぬ
」
と
名

乗
ら
れ
た
仏
の
大
悲
の
呼
び
声
「
南
無

ま

か
せ
て
お
く
れ
」
を
、
そ
の
ま
ま
頂
戴
い
た

し
ま
す
。
よ
っ
て
、
私
に
届
け
ら
れ
た
仏
の

真
心
が
因
と
な
り
、
四
十
九
日
を
待
つ
こ
と

な
く
今
こ
こ
で
、
次
生
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ

心
穏
や
か
で
大
慈
悲
を
持
つ
も
の
と
し
て

成
仏
す
る
事
が
決
定
す
る
と
言
い
ま
す
。

か
く
考
え
ま
す
と
、
浄
土
真
宗
で
の
七
x

七
日
の
お
勤
め
は
、
亡
き
方
に
対
し
て
ど
う

か
ち
ょ
っ
と
は
い
い
環
境
に
生
ま
れ
て
下

さ
い
、
と
祈
願
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
次

生
の
事
は
心
配
す
る
な
、
我
に
ま
か
せ
よ
」

と
呼
ん
で
下
さ
る
南
無
阿
弥
陀
仏
の
法
に

感
謝
す
る
、
広
大
な
仏
の
大
悲
に
出
過
わ
せ
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定
例
法
座
傭
一
H

◎
十
一
月
十
一
日
(
月
)
午
後
二
時
～

三
時
半

於
本
堂
・
法
輪
会
館

「
三
七
日
(
み
な
の
か
)
法
要
」

る
縁
を
恵
ん
で
下
さ
っ
た
亡
き
方
に
感
謝

す
る
法
要
と
捉
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

涜

卓
・

傘
傘
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11月11日(逮夜法要より)～16日(日中塗ヱLL一一.

要去 朝晨 中日 夜逮 初

時間 6:30 き続き 9:00 000 き続き 54 13:20 004 き続き 00 007

事行 行動 教布 御示錆
/布教

要法 教布 .堂内布教 要法 式敬帰教布
御絵伝

輪とき布教
教布勤

所場 堂本 ホ法閏 堂本 堂本 堂本 堂本 ホ法閤 堂本

土日
師大

去
讃
作

奉

宗
務
長
挨
拶

昭晴
師

米
式敬帰

噴餞
師 師

譜
慶

行
引
真

儡
首
中

信
六
大

法

日日2
讃
儡
L
没
ネ
日

昭踵
師

米
師意馬相

経寿
法

量
作

無 昭目
師

米 俊了木
師

々佐 法作
要

仰
法

讃
楽

祖
音

宗 昭鑓
師

米
式敬帰

暁疇
師

偏

師

譜
_
舟

偏
首
藤

信
六
安

正
話

法

月日3
讃
偏
L
夜
ネ
初

昭目
師

米
師意馬相

供影
法

師
作

大 昭目
師

米 会
ス

友
ラ

楽
コ 師樹弘上村 法作讃事法土浄

昭目
師

米
式敬帰

真8
5
師

千

師

懺
0
8
土

行
引
空

儡
首
葉

信
六
稲

法

日4 讃
鶴

礼
中

晋田
師

武
師意馬相

抑讃
法

祖
作

宗 晋田
師

武 師
鱒

唯
長

田
会

潭
鑓

法作典
種

御
第

制新 田
師

武
式敬帰

範鑓
師

遠

師

譜
之

行
引
智

儡
首
原

信
六
昔

正
話

法

日5
讃
儡
夜

礼
後

晋田
師

武
師馬

9
6
法

文隧
師

青
師哲原田

去
修

桐
親

類
御

文
牲

広
P

御

御
俗
姓
拝
読

教親御 式敬帰
き
伝
手

氾
信
六
引
御
キ

細
正

4
レ

翌
布
ホ

ト
夜
法

凹
通
閏

日6
行
増

儡
十

信
五

晋田
師

武

帥

教
堂
晋

布
ほ
田

武

法作
主
修

講
門
親

恩
御
御

報

拶挨長務宗 式敬帰き続き

毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日
午
後
八
時
～
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
法
話
会
を
開
催
中

で
す
。
十
一
月
は
二
十
一
日
。
十
一
一
月
は
五

日
、
十
六
日
開
催
で
す
。
来
年
一
月
は
新
年

会

を

寺

カ

フ

ェ

代

官

山

に

て

開

催

予

定

で

す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

メ
1
ル
送
信
下
さ
い
。
開
催
日
夕
方
(
}
q
時

～
一
帥
時
頃
)
、
入
室
パ
ス
ワ
ー
ド
を
返
信
い

た
し
ま
す
。

み
ほ
と
け
会

・
兼
N
ロ
ロ
ヨ
ミ
ー
テ
ィ
ブ
ブ
誉

令
秦
春
日
部
だ
よ
り
令
秦

◎
十
一
月
二
十
八
日
(
木
)
午
後
一
時
～

「
魁
l
仏
教
塾
【
番
外
編
】
」
と
し
て
、
リ

サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
行
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
方
は
作
業
用
の
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
出
来
上
が
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル

は
大
晦
日
夕
刻
よ
り
善
巧
寺
堂
内
・
境
内
に

並
べ
仏
徳
を
讃
嘆
す
る
集
い
「
善
灯
会
」
の

灯
火
と
し
て
用
い
ま
す
。


